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	報 告 者
	クラブ　海陽海洋クラブ
学年　中学3年　　　　　　　　　氏名　村山航大

	大 会 名
	アジア選手権

	開 催 地
	葉山

	大 会 期 間
	2013年8月24日～30日

	セールNo
	3269
	最 終 順 位
	38位


	気温、水温、ウエアについて
	日本の海なので気温、水温ともに練習海面と同じような感じでした。なので上はラッシュガードで下は、海パンで出艇しました。

	海面（湖面）の特徴や風の傾向
	風は、朝は北や東から0～2mくらいの弱い風が吹いていて安定せず、昼ごろに西か南からじょじょに風が吹いてくることが多かったです。波については、東は小さくて湖や湾の中と同じ感じでした。西と南は外洋の方向なので、うねりが入っていました。北は出廷していないのでわかりません。

	セッティングで注意したこと
	僕は体重が重い方なのでとにかくスピードが出るようにできるだけパワフルにしました。セールを深くしていくと急にのぼり角度がおちるポイントがあるので、そこを超えないようにしました。


	セーリングで注意したこと
	スピードを上げることだけに集中しました。それでもシンガポールの選手よりははるかに遅かったです。

	海上で練習したこと
	風の振れとブローを探しながら走るといういつものことをやっていました。

	実際のスベリはどうでしたか？
	自分の中ではそんなに遅くはなかったのですが、自分よりもはるかに速い選手がいっぱいいたのでもっと速く走れるようにしておきたかったです。

	スタートは、どうでしたか？
	それなりにリスクをおって挑戦すればかなりいいスタートをきることもできた。真ん中のあたりのへこみかたがとても凄かった。

	コース戦略はどうでしたか？
	大きな振れを意識して走りました。複雑に考えず落ち着いていつも通りにやろうと思いました。

	自分より上位の選手との違いは？
	自分よりもスピードが速く少しリスクをおってコースを引いていて、失敗してもセーリングで挽回してくるというイメージだった。セーリングスピードの重要さを改めて感じました。

	国内の練習で役立ったこと
	何度もスタート練習をしていたので、スタートラインはちゃんとよめました。ですがみんなは三分くらい前から並んでいて、そこに入ることはできないこともありました。

	国内の練習で足りなかったこと
	セーリングでもっと速く走れるように練習で自分の走りをもっと追究しておきたかったです。

	印象に残った外国選手は？
	SIN111

	行く前と、行ってからで違ったことはありましたか。
	今までは良いコースを引くことを意識して練習していましたが、これからは速く走ることを意識して練習していきたいです。

	今後の課題と目標は？
	次に乗る船ではセーリングスピードをできるだけ速くして、その船で世界選手権に行きたいです。

	JODAへの要望
	特にありません。

	その他
	とても個人的な見解ですのでみなさんとはかなり意見が違うと思いますが、真剣に書いたので一人の意見としてみてください。


ご協力ありがとうございました
JODA海外派遣委員会
